
普通科を設置している肢体不自由・病弱の特別支援学校

石狩管内 北海道手稲養護学校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒006-0033 札幌市手稲区稲穂３条７丁目６番１号
ＴＥＬ ０１１－６８２－１７２２
ＦＡＸ ０１１－６８２－１９２６
E-mail teineyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.teineyougo.hokkaido-c.ed.jp

※ 原則として北海道立子ども総合医療・療育センターに入院・入所の方を対象とした特別支援学校です。

■本校の概要

(校舎全景)

□ 学校教育目標
「幼児児童生徒の学習や身体状況に応じた教育を行い、一人一人の能力

を伸ばすとともに、社会の一員として参加することを支援し、心豊かに自
立した生活をする人間を育てる」

□ 具体目標
「たくましく生き抜く子ども」「明るく協力する子ども」
「自ら考え進んで学習する子ども」

□ 概 要

■特色ある教育活動

生徒の学習や身体の状況及び一人一人の発達の段階に応じた教育を行い、自ら自分の将来を考え
社会の一員として参加することを支援する。また、基礎的・基本的な知識・技能を習得させ、思考
力・判断力・表現力等やその他の能力の育成に努め、生徒が主体的に学習に取り組む態度を養い、
心豊かに自立した生活をする人間を育てる。

□ めざす生徒像
「たくましく生きぬく生徒」「個性豊かに思いやりのある生徒」「自ら学び仲間と高めあう生徒」

北海道立子ども総合医療・療育センターと連携し、人間としての在り方、生き方に関する教育を、各
教科・科目、総合的な探究の時間、特別活動及び自立活動において行っています。生涯を通じて健康・
安全で活力のある生活を送るための基礎を培う学習活動に取り組んでいます。

【 多様なニーズに応える各教科・科目の履修 】
北海道立子ども総合医療・療育センターへの入退院、入退所により、転入・転学となる生徒が多く、

継続した学習を保障するために、指導内容を適切に選択し、履修できるようにしています。

【 地域との交流 】
総合的な探究の時間では、札幌稲穂高等支援学校や三角山分校との交流を行っています。そこでは、

コミュニケーション能力を高め、主体的に行動する力や意欲を育てる活動を行っています。

本校は昭和28年に北海道整肢学院に開設された琴似町立琴似小・中学校分教室からスタートした肢
体不自由と病弱の生徒を対象とした特別支援学校です。在籍する生徒は、隣接する北海道子ども総合
医療・療育センターに入院、入所しながら通学し、学習しています。
生徒の生活、学習上の実態等を踏まえ、一人一人の心身の状況に応じた教育課程を編成し、卒業後

の自立と社会参加を目指し、「心豊かに自立した生活をする人間を育てる」ことを目指した教育を
行っています。
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■第１学年生徒の週時程表

【 肢体不自由（重複） 】

■教育課程の特徴
肢体不自由のある生徒と病弱の生徒に対して、

一人一人の実態に応じて４つのコースを編成して
います。主に①高等学校に準ずる各教科等の指導
中心、②下学年・下学部の各教科等の指導中心、
③各教科等の内容を合わせた指導である生活単元
学習などの指導中心、④自立活動の指導中心とな
ります。

□ 生活単元学習
社会参加に向けた「生きる力」を育成するこ

とを目指し、生活を送る上で必要とされる様々
な事柄を体験的・実際的に学習しています。

□ 職業
進路学習と関連付けて、働くことを体験的・

実践的に学習しています。縫製や紙すきなど
の作業、製品の販売活動を行っています。

□ 総合的な探究の時間
自ら課題について学び考え、主体的に判断し、

よりよく課題解決する資質や能力を育てること
を目標にしています。交流学習や校外学習、学
部レクリエーションなどをテーマに学習してい
ます。

□ 自立活動の指導
生徒の実態に応じて、週１～４時間自立活動

の指導をしています。各教科等で扱う内容を６
区分に照らし合わせ、一人一人が学校生活全体
を円滑に送れるように自立活動教諭と連携し指
導しています。

＊ 登校時間 8:45（月～金）
＊ 下校時間14:50（月～金）

【 病弱（普通） 】

月 火 水 木 金

１ 産業社会 数学Ⅰ 化学基礎
英語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
Ⅰ

言語文化

２ 体育
現代の
国語

美術Ⅰ 保健
現代の
国語

３ 数学Ⅰ 公共 自立活動 化学基礎 数学A

４ 家庭基礎 化学基礎 論理表現 数学Ⅰ 音楽Ⅰ

５ 公共
英語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
Ⅰ

総合的な
探究の時間

論理表現 化学基礎

６ 言語文化 数学Ⅰ
総合的な
探究の時間

体育 LHR

■卒業後の主な進路先について（令和７年度卒業生なしのため令和６年度実績）

□ 生活介護事業所～２名
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学校Webページ

月 火 水 木 金

１ 日常生活の指導

２ 体育 職業 数学 自立活動 音楽

３ 英語 職業 国語 職業 職業

４ 自立活動 数学 音楽 職業 職業

５
生活単元
学習

総合的な
探究の時間

生活単元
学習

国語
生活単元
学習

６ 体育 ＬＨＲ

札幌稲穂高等支援学校との交流英語

運動会 文化祭 職業

見学旅行

http://www.teineyougo.hokkaido-c.ed.jp/

